
No. 214 2017. 1.1
W i n t e r

http://www.shukutoku.ac. jp

淑 徳 大 学 広 報 誌

ともいきのこころ

スポーツから
ともいきのこころが広がる
そして、すべてのいのちが輝く

スポーツから
ともいきのこころが広がる
そして、すべてのいのちが輝く

スポーツから
ともいきのこころが広がる
そして、すべてのいのちが輝く

スポーツから
ともいきのこころが広がる
そして、すべてのいのちが輝く

スポーツから
ともいきのこころが広がる
そして、すべてのいのちが輝く

特　集

淑徳大学強化指定クラブ
スペシャル座談会　学生スポーツのあるべき姿

学長メッセージ

刺激を受け、学び合う。
喜びを分かち合う。
刺激を受け、学び合う。
喜びを分かち合う。
刺激を受け、学び合う。
喜びを分かち合う。
刺激を受け、学び合う。
喜びを分かち合う。
刺激を受け、学び合う。
喜びを分かち合う。

知識モリモリ×健康モリモリ

冬がピーク、
ノロウイルスによる食中毒
冬がピーク、
ノロウイルスによる食中毒
冬がピーク、
ノロウイルスによる食中毒
冬がピーク、
ノロウイルスによる食中毒
冬がピーク、
ノロウイルスによる食中毒
冬がピーク、
ノロウイルスによる食中毒

淑徳人
筑波大学附属病院 がん相談支援センター 勤務

平野　香純さん
筑波大学附属病院 がん相談支援センター 勤務

平野　香純さん
筑波大学附属病院 がん相談支援センター 勤務

平野　香純さん
筑波大学附属病院 がん相談支援センター 勤務

平野　香純さん
筑波大学附属病院 がん相談支援センター 勤務

平野　香純さん
筑波大学附属病院 がん相談支援センター 勤務

平野　香純さん

NEWS CLIPNEWS CLIPNEWS CLIP

Cover Person

竹内 萌乃さん（栄養学科２年）



　

11
月
22
日
国
立
代
々
木
第
一
体
育

館
で
開
催
さ
れ
た
「
P
a
r
a 

F
e
s 

2
0
1
6
」に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
パ
ラ
フ
ェ
ス
は
、
音
楽
を
通

し
て
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
ス
ポ
ー

ツ
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
も
ら
お

う
と
「
日
本
財
団
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」が
主
催
し
た
イ
ベ

ン
ト
で
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
内
容
は
、
障
が
い
の
有

無
に
関
わ
ら
ず
、
同
じ
”フ
ェ
ス
“
を

と
も
に
楽
し
む
こ
と
で
、
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
な
空
間
を
実
現
し
よ
う
と
、
リ

オ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ
ダ
リ
ス
ト

た
ち
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
や
ト
ー
ク
を
披
露
。
さ
ら
に
、
義

足
や
松
葉
杖
の
世
界
的
ブ
レ
イ
ク

ダ
ン
サ
ー
L
a
z
y
l
e
g
z
/

T
o
m
m
y
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
ダ
ン
ス

や
、
日
本
が
誇
る
ト
ッ
プ
ミ
ュ
ー
ジ

　

10
月
29
日
、
30
日
に
ベ
イ
コ
ム
総

合
体
育
館
（
尼
崎
市
記
念
公
園
）で
行

わ
れ
た
平
成
28
年
度
全
日
本
学
生
柔

道
体
重
別
団
体
優
勝
大
会
（
女
子
7

人
制
）
に
お
い
て
、
本
学
女
子
柔
道

部
が
第
3
位
に
輝
き
ま
し
た
。
初
戦

（
2
回
戦
）で
、
昨
年
の
優
勝
校
で
あ

る
帝
京
大
学
を
破
っ
た
も
の
の
、
準

決
勝
で
東
海
大
学
に
内
容
差
で
惜
し

く
も
敗
退
。
今
春
に
引
き
続
き
、
全

国
第
3
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
大
会
の
優
秀
選
手
賞
に
、

主
将
の
臼
井
杏
さ
ん
（
国
際
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
4
年
）
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

来
年
こ
そ
学
生
日
本
一
に
な
れ
る

よ
う
、
更
な
る
努
力
を
続
け
て
ま
い

り
ま
す
。
引
き
続
き
応
援
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

看
護
栄
養
学
部
栄
養
学
科
3
年
生

の
チ
ー
ム
（
チ
ー
ム
名
：
淑
徳
ミ
ル

フ
ィ
ー
ユ
）
が
「
第
3
回
チ
ャ
レ
ン

ジ
！
糖
尿
病
い
き
い
き
レ
シ
ピ
コ
ン

テ
ス
ト
（
公
益
社
団
法
人 

日
本
糖
尿

病
協
会
主
催
）」
で
応
募
件
数
3
1
1

件
の
中
か
ら
、
見
事
、
優
秀
賞
（
昼

食
部
門
、
レ
シ
ピ
名
：
ア
モ
ー
レ 

デ
ィ 

ち
ば
）を
獲
得
い
た
し
ま
し
た
。

　

エ
ン
ト
リ
ー
し
た
猪
砂
知
里
さ

ん
、
工
藤
夏
子
さ
ん
、
橋
本
恵
介
く

ん
に
賞
を
取
っ
た
感
想
を
伺
っ
て
み

ま
し
た
。『
二
次
選
考
に
進
め
た
だ

け
で
も
嬉
し
か
っ
た
の
に
優
秀
賞
に

選
ば
れ
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
非
常
に
自
信
が
つ
き
ま
し
た

（
猪
砂
）。』『
親
族
で
糖
尿
病
を
患
っ

て
い
る
者
が
い
る
関
係
で
、
今
回
応

募
し
ま
し
た
が
、
チ
ー
ム
で
受
賞
で

き
、
視
野
が
広
が
っ
た
と
思
い
ま
す

（
工
藤
）。』『
驚
き
と
感
謝
で
い
っ
ぱ

シ
ャ
ン
大
黒
摩
季
の
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ

応
援
ラ
イ
ブ
な
ど
が
行
わ
れ
、
訪
れ

た
５
０
０
０
人
が
熱
狂
し
ま
し
た
。

　

本
学
か
ら
は
総
合
福
祉
学
部
生
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
学
部
生
、
看

護
栄
養
学
部
生
の
総
勢
8
名
が
車

椅
子
で
来
場
さ
れ
た
観
客
誘
導
な

ど
を
お
手
伝
い
い
た
し
ま
し
た
。

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
イ
ベ
ン
ト

と
い
う
事
も
あ
り
、
多
く
の
車
椅

子
来
場
者
が
来
客
さ
れ
ま
し
た
が
、

福
祉
の
淑
徳
大
学
と
し
て
日
頃
か

ら
訓
練
さ
れ
て
い
る
介
助
方
法
は

も
ち
ろ
ん
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
な

ら
で
は
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
対
応
で

最
大
級
の
”お
も
て
な
し
“を
い
た

し
ま
し
た
。

　

淑
徳
大
学
は
2
0
2
0
東
京
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
の
開
催
に
向

け
て
、
今
後
よ
り
一
層
パ
ラ
ス
ポ
ー

ツ
を
応
援
し
て
参
り
ま
す
。

い
。人
に
支
え
ら
れ
て
、人
に
生
か
さ

れ
て
い
る
と
思
う
こ
と
の
で
き
た
良

い
機
会
で
し
た
（
橋
本
）。』
と
そ
れ
ぞ

れ
感
想
を
述
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
レ
シ
ピ
作
成
ポ
イ

ン
ト
は
糖
尿
病
の
患
者
様
だ
け
で
な

く
、「
ど
こ
か
で
誰
か
が
気
軽
に
食
べ

て
も
ら
え
る
」こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

作
成
し
た
そ
う
で
す
。し
か
し
、当
初
、

グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
の
グ
ラ
ニ
テ
を

考
案
し
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
服
用

さ
れ
て
い
る
お
薬
と
の
相
互
作
用（
同

時
に
摂
取
す
る
こ
と
で
、
本
来
の
薬

の
効
果
が
増
強
さ
れ
た
り
、
減
弱
さ

れ
た
り
す
る
こ
と
）を
考
え
、急
き
ょ
、

キ
ウ
イ
の
ゼ
リ
ー
に
変
え
た
そ
う
で

す
。
大
学
で
の
学
び
が
こ
う
い
っ
た

レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
で
活
か
さ
れ
た

よ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
将
来
に
向

け
て
、
益
々
の
精
進
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

2020東京パラリンピック大会　公式行事

「パラフェス2016」にインターンシップ参加
女子柔道部

全日本学生柔道体重別団体優勝大会3位

第3回チャレンジ！

糖尿病いきいきレシピコンテスト、優秀賞獲得！

千 葉
C H I B A

埼 玉
SAITAMA

千葉2
CHIBA2ND

来場されたお客様にプログ
ラムを渡したり、車いすの
お客様には客席への誘導を
行いました。（写真左）

淑徳大学 女子柔道部
のみなさん。写真後列
右から3番目が今大会
優秀選手賞に輝いた
主将の臼井杏さん。

フェスが始まる前に、ス
タッフ一同、係の方と入
念に打ち合わせ。日頃、
福祉の勉強をしている淑
徳大学生ならではの“気
配り”“おもてなし”を求
められます。（写真右）

優秀賞をとって
「やったー」と
いう歓喜よりも
驚きと感謝で
いっぱいになっ
た。二人には
チームを組んで
くれたこと、サ
ポートしてくれ

たこと、考えを共有したことに対する「ありがとう」。またアドバイ
ス頂いた桑原先生、家族を支えてくれた人に対してありがとうの
気持ちでいっぱいと橋本さん（写真中央）。今回をきっかけに糖尿
病（１型、2型）について勉強したり、臨床や献立つくりにもより一
層興味を持ち、モチベーションが上がったと工藤さん（写真右）。
もっと色 な々種類のコンテストに応募して色 な々レシピを作成する
ことに挑戦してみたくなったと猪砂さん（写真左）。

　
栄
養
学
科
で
は
、
ほ
ぼ
毎
日
、
実

験
や
実
習
が
あ
り
、
そ
の
レ
ポ
ー
ト

課
題
も
多
く
大
変
で
す
が
、
仲
間
と

協
力
し
な
が
ら
充
実
し
た
学
校
生
活

を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
小
学
校
一
年
生
か
ら
続
け

て
い
る
な
ぎ
な
た
で
は
、
国
体
や
イ

ン
カ
レ
な
ど
の
大
会
に
む
け
て
、日
々

の
お
稽
古
に
も
励
ん
で
い
ま
す
。
勉

強
と
お
稽
古
が
大
変
で
、
心
が
折
れ

そ
う
な
時
も
あ
り
ま
す
が
、
周
り
の

友
達
や
先
生
、
家
族
に
支
え
ら
れ
て
、

文
武
両
道
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

も
積
極
的
に
参
加
し
、
多
く
の
方
々

と
触
れ
合
え
る
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
高
ま
り
楽
し
く

活
動
し
て
い
ま
す
。
支
え
て
く
だ
さ

る
多
く
の

方
々
に
感

謝
し
な
が

ら
、
管
理

栄
養
士
を

目
指
し
て

頑
張
っ
て

い
ま
す
。

看護栄養学部 栄養学科 2年

竹
たけうち

内 萌
も え の

乃 さん 

試合中の竹内さん（写真左から2番目）
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HIRANO Kasumi

　
2
人
に
1
人
が
が
ん
に
罹
患
す
る

現
代
。
昔
に
比
べ
れ
ば
治
る
病
気
に

な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
分
、
長
期
的

な
支
援
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
生
活
や

将
来
の
こ
と
で
悩
む
家
族
や
、
将
来

が
ん
に
な
っ
た
ら
？
と
心
配
す
る
人

も
増
え
て
い
ま
す
。
平
野
さ
ん
の
仕

事
は
、
そ
う
し
た
多
様
な
悩
み
に
寄

り
添
う
こ
と
。

　
平
野
さ
ん
が
こ
の
職
業
を
志
し
た

の
は
、
ご
家
族
の
病
気
が
キ
ッ
カ
ケ
で

し
た
。「
兄
が
白
血
病
に
罹
り
6
年
間

の
治
療
を
続
け
る
中
、
家
族
と
し
て
大

変
な
経
験
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で

高
校
の
と
き
か
ら
福
祉
の
勉
強
を
し

た
い
と
思
い
、
自
宅
か
ら
通
え
る
こ

と
と
、
歴
史
が
あ
る
こ
と
を
高
校
の

先
生
に
教
わ
り
、
淑
徳
大
学
を
受
験

し
ま
し
た
。」

　
そ
う
し
て
始
ま
っ
た
大
学
生
活
、
将

来
の
進
路
は
次
第
に
明
確
に
な
り
ま
す
。

平
野
さ
ん
の
人
生
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
出
来
事
は
2
つ
。
1
つ
目
は
、
2

年
の
夏
に
参
加
し
た
天
津
大
学
語
学
研

修
で
す
。
こ
こ
で
一
ヶ
月
間
同
じ
メ
ン

バ
ー
と
過
ご
し
た
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で

不
得
意
だ
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
が
磨
か
れ
、
物
事
を
即
断
す
る
力
も

養
わ
れ
ま
し
た
。
2
つ
目
が
、
佐
藤
俊

一
先
生
の
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
論

を
受
け
た
時
。
病
院
の
中
で
働
く
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
い
る
こ
と
を
知
り
、

「
あ
、
自
分
が
な
る
の
は
こ
れ
だ
！
」
と

感
銘
を
受
け
た
の
で
す
。

　「
病
院
の
中
で
患
者
さ
ん
を
支
え
る

仕
事
に
就
き
た
い
。」
将
来
を
志
し
た

平
野
さ
ん
は
、
そ
の
ま
ま
佐
藤
ゼ
ミ
に

入
り
ま
す
。
し
か
し
そ
こ
で
待
っ
て
い

た
の
は
、
必
ず
し
も
明
る
く
楽
し
い
だ

け
の
日
々
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　「
当
時
の
ゼ
ミ
生
は
約
20
人
い
た
ん

で
す
が
、
み
ん
な
で
円
に
な
っ
て
丸
1

日
話
を
し
た
り
、
2
泊
3
日
の
合
宿
を

す
る
ん
で
す
。
そ
こ
で
自
分
を
ど
う
表

現
す
る
か
、
人
か
ら
ど
う
見
ら
れ
て
い

る
か
を
徹
底
的
に
掘
り
下
げ
ま
し
た
。

最
初
に
テ
ー
マ
は
何
も
な
く
、
ま
っ
さ

ら
な
状
態
で
始
め
て
、
先
生
は
ニ
コ
ニ

コ
し
て
る
だ
け
。
そ
れ
で
身
近
な
サ
ー

ク
ル
や
彼
氏
彼
女
の
話
を
す
る
ん
で

す
が
、
他
愛
な
い
話
は
早
々
に
尽
き
、

ど
ん
ど
ん
深
い
話
に
な
り
ま
す
。
逃
げ

場
の
な
い
中
で
互
い
に
内
面
を
晒
し

合
う
な
ど
厳
し
い
思
い
を
す
る
中
で
、

多
く
の
気
付
き
が
あ
り
ま
し
た
。」

　
こ
の
体
験
を
通
じ
て
学
ん
だ
の
は
、

一
人
ひ
と
り
み
ん
な
が
違
う
、
心
や
体

に
苦
労
を
抱
え
て
い
て
も
そ
れ
は
外

か
ら
は
見
え
な
い
な
ど
、
今
に
繋
が
る

大
事
な
こ
と
。
そ
し
て
平
野
さ
ん
は
勉

強
を
重
ね
て
社
会
福
祉
士
国
家
試
験

に
見
事
合
格
、
念
願
の
就
職
も
果
た

し
ま
す
。「
社
会
福
祉
士
資
格
は
特
に

最
近
、
そ
の
重
要
度
が
上
が
っ
て
い
ま

す
。
一
度
取
れ
ば
、
後
々
絶
対
に
役
に

立
つ
の
で
、
福
祉
業
界
に
興
味
が
あ
る

方
は
、
ぜ
ひ
取
得
を
目
指
し
て
欲
し

い
。」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
平
野
さ
ん
は
「
今
後
は
自
分

の
中
の
専
門
性
を
高
め
て
、
若
い
人
や

女
性
の
力
に
な
り
た
い
」
と
い
う
将
来

を
描
き
、
今
も
歩
み
を
続
け
て
い
ま
す
。

2008年 総合福祉学部卒業後、都内の病院に勤務。3年前から現職。

医療ソーシャルワーカー（社会福祉士・保健福祉士資格取得）。「在

学中はとにかく社会福祉士資格を取るのが目標でした」と語って

くれました。

天津留学をともに過ごした仲間た
ち。天津大学の学生とも国境を越
えた友人ができました。

（最前列の右から3 番目が平野さん）

大学 4 年次の佐藤ゼミ合宿メン
バー。個性豊かなゼミ生とたく
さんの思い出ができました。

（最後列右端が平野さん）

910



探ってほしいテーマや調査に参加してくれる
団員を募集しています。（ゼミ・サークル可）

　
第
14
回
を
数
え
る
「
淑
徳
調
査
団
」

は
、
淑
徳
大
学
に
ま
つ
わ
る
ギ
モ
ン

や
面
白
そ
う
な
こ
と
を
リ
サ
ー
チ
し

て
い
く
企
画
で
す
。

vol. 14

　
埼
玉
キ
ャ
ン
パ
ス
の
「
生
協
学
生

委
員
会
」
は
、
学
生
の
生
活
を
よ
り

よ
く
す
る
た
め
に
大
学
生
協
と
学
生

を
つ
な
ぐ
役
割
を
し
て
い
る
機
関
で

す
。

　

具
体
的
に
は
、
購
買
書
籍
部
の
装

飾
、
学
生
が
参
加
で
き
る
生
協
イ
ベ

ン
ト
、
学
生
の
ニ
ー
ズ
調
査
と
そ
れ

に
基
づ
く
購
買
・
食
堂
の
改
善
・
販

売
促
進
等
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、「
一
言
カ
ー
ド
」
と
「
人

気
商
品
調
査
シ
リ
ー
ズ
」
か
ら
埼
玉

キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
の
ニ
ー
ズ
を
徹

底
リ
サ
ー
チ
!!埼玉キャンパス「生協学生委員会」

「“食堂のご飯の量は適量か？ ”」

「“売店で一番売れるお菓子は？ ”」

を徹底リサーチ！ 

今回のテーマ

う
た
う
会
　
は
ぐ
る
ま

e
-S

ty
le

フ
ッ
ト
サ
ル
サ
ー
ク
ル

軟
式
野
球
部

各キャンパスのクラブ・同好会をご紹介します

● 代 表 者 神﨑　翔子（コミュニティ政策学科2年）
● 創　  部 1975年
● 部 員 数 34名（男子11名　女子23名）
● 活 動 日 毎日（週1回ミーティング）
● 活動場所 部室（12号館 29号室）

● 代 表 者 川上　渉（観光経営学科 3 年）

● 創　  部 2009 年 ● 部 員 数 15 名
● 活 動 日 毎週月曜日　17 時～ 21 時
● 活動場所 105 号室

● 代 表 者 原田　果歩（栄養学科 2 年）

● 創　  部 2016年 ● 部 員 数 3名（絶賛、募集中）
● 活 動 日 毎週木曜日 16 時～ 20 時
● 活動場所 1 号館
 ラーニングコモンズ

● 代 表 者 羽吹　蓮（歴史学科２年）

● 創　  部 2015 年 ● 部 員 数 28 名
● 活 動 日 毎週木曜日　17 時～ 21 時 

● 活動場所 ３号館アリーナ

1年	 盛 　優太さん  
 小山 禎貴さん
 浅見 　颯さん
 渋谷 優輝さん
	 佐藤 紀香さん
 永井 亜佳音さん
	 長谷川 紗弓さん

1年	 清水 七海さん  
 野口 彩音さん
 野木 玲歩さん
 藤澤 真由子さん
	 大栗 京華さん
 長谷川 榛名さん

2年	 高草木 麗眞さん 
 石井 雅人さん
 田辺 佳穂さん
 中村 　蓮さん
	 中村 友香さん
 片桐 琴音さん
 永井 伶奈さん調査：生協学生委員会

Thank you!!Thank you!!

総代会における
試食会アンケート

総代会後の学内
組合員アンケート

合　　計

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

（人）

9

27

62

71

84

57

現状の分量のままで良い 新しい基準の分量が良い

平成 28年 5月 調査

学生の要望を聞く「一言カード」から

集計しました！

今回の調査テーマは

食堂のご飯の量は適量か？

　学生からの「こんなことをしたい！
やってほしい！」という要望を ｢一言
カード｣ で投書してもらい、それに対
し生協職員と学生委員会が検討・回答
をし、叶えることのできる方法を探っ
ていきます。学生の意見をもっと知り
たい時は、シールなどを用いて学生の
支持の強弱や意見の分散を調べます。
　今回調査したのは、「食堂のごはん
の分量」です。
　一言カードに「ごはんの量が多すぎ
る !!」との意見があり、量の変更を希
望するかどうかのアンケートを2回に
分けて取りました。アンケート結果に
基づいて、当委員会で議論を重ね、右
の表のようになりました。

　この人気商品調査は、平成28年度からス
タートしたもので、「学生はどのようなもの
が好きなのか？」という疑問から企画が実現
しました。調査は投票形式で行い、シールを
用いた紙面調査とTwitterの投票機能を利用しました。
　第1回は「じゃがりこ」の４種類の味（サラダ、じゃがバター、チーズ、たらこバター）
の人気投票を行いました。そして、一番人気のある「たらこバター味」を期間限定で値下
げをしました。

埼玉キャンパスの
の生協食堂で提供
する新たなご飯の
サイズ分類

食堂のご飯の分量変更アンケート結果

じゃがりこの人気の味調査結果

従来

小ライス………150g

中ライス………240g

大ライス………320g

ミニライス………100g

小ライス…………130g

中ライス…………200g

大ライス…………270g

特大ライス… …340g

変更後

たらこバター味

サラダ味

じゃがバター味

チーズ味

37％

30％

20％

13％

平成28年6月 調査

淑徳大学埼玉キャ
ン パ ス の 学 生 に
は、たらこバター
味が一番人気であ
るが、僅差でサラ
ダ 味 も 人 気 が あ
る。

人気商品調査シリーズ

売店で一番売れるお菓子は？
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看護栄養川柳コンテスト

　毎年恒例の看護川柳コンテストも、昨年看護

栄養川柳コンテストと名称を変更し、今年で8回

目を迎え、全国各地より昨年度の2倍を上回る

1,064句もの川柳が寄せられました。今回も多数

の優れた作品のご応募を頂きましたが、学長を

委員長とした選考委員会による厳正な選考の結

果、大賞をはじめ5作品が入選いたしました。

道の駅と大学連携～魅力ある横瀬町の観光

振興を淑徳生の視点から～

　観光経営学科で

は、横瀬町と道の

駅あしがくぼ果樹

公園との連携を昨

年来、行っています。今年度は千葉ゼミ・堀

木ゼミ合同で、各々の特色を活かした研究を

進めています。1泊2日組と日帰り組とで現地

視察も行いました。千葉ゼミでは、経営学部

ブログ内に「観光とメディアゼミ」の新カテゴ

リーで記事紹介を始めました。ぜひご覧くだ

さい。ほかにもフェイスブックやインスタグ

ラムを活用して、学生記者の目線で魅力を発

信しています。堀木ゼミでは利用者の行動特

性に応じた「もう一品買ってもらう」ための提

案を行うため、チーム別にターゲット層を決

公務員試験合宿

　9 月 1 日〜 3 日、浦安市青少年交流活動セン

ターにて、昨年度に引き続き、2 泊 3 日の公務

員試験勉強合宿を実施しました。今年度は対象

学年を拡大し、コミュニティ政策学部の 1 年

生から 3 年生の約30 名が公務員試験合格に向

けて集中的に学びました。合宿では、筆記試験

対策（一般教養・専門）から面接試験対策に至

るまで、幅広く受験対策を行いました。また、

市役所勤務の卒業生と裁判所事務官や千葉市役

所等に合格した 4 年生から、受験勉強のノウ

ハウ等、合格の秘訣も教わりました。参加学生

は公務員試験合格を目指して熱心に取り組んで

いました。

平成28年度 淑徳大学アーカイブズ特別展

「知的障がい児福祉の先駆け—踏むな 育てよ 

水そゝげ：久保寺保久と八幡学園—」開催

　昭和３年（1928）久保寺保久によって設立さ

れた八幡学園では、園児一人ひとりに寄り添っ

た教育・福祉事業を展開し、それぞれの特性に

見合った作業（絵画・工芸等）を通して園児ら

の才能を高めていきました。本展では、八幡

学園による知的障がい児福祉の足跡を紹介し

ます。

浄土宗シンポジウム　共生（ともいき）

　11月16日 に 行 わ

れた第50回 龍澤祭

にて、浄土宗宗門関

係の3大学（淑徳大、

埼玉工大、大正大）が寺院と社会の可能性を

テーマに、｢シンポジウム共生（ともいき）〜

わたしたち学生、寺院、そして社会の可能性

〜｣を開催しました。

　日ごろの社会連携活動を行っている学生が寺

院の社会的役割の考査と実現性を検証し、学生

ならではのアイディアを発表しました。本学か

らは「西福寺のある佐倉市弥富で里山ホームステ

イ」について地域の問題を確認し、町、寺院、大

学が協力した町おこしの可能性について提言を

いたしました。また、テレビ朝日「ぶっちゃけ寺」

などに出演されている、 井上広法上人（浄土宗光

琳寺 副住職）を迎えて学生とアイデアの実現に

向けパネルディスカッションを行いました。

三芳町と地域連携事業

　埼玉県三芳町と栄養学

科の地域連携事業、4年

生が卒業研究として取り

組みました。

１．埼玉県三芳町は、健康寿命を延ばし医療費

の適正化を目的とした健康長寿プロジェクトに

取り組んでおり、その一環として5〜9月、三芳

町の野菜を使って栄養バランスを考えた地産地

消のオリジナル弁当の開発に取り組みました。

栄養量はエネルギー650〜700kcal、食塩相当

量3g以下、野菜150〜180g以上とし、秋と冬

のそれぞれの季節向きの設定で作成しました。

２．「みよし野菜ブランド化推進」事業は三芳野菜

のイメージアップ、野菜の消費拡大を目的に行っ

ている事業で、昨年から取り組んでいます。三芳

町の野菜を使って健康意識の増加、野菜摂取量増

加、食育推進を目的として、栄養量はエネルギー

650〜800kcal、食塩相当量3g以下、野菜175

〜200gとし栄養バランスを考えた地産地消のラ

ンチメニューを

開発しました。

定して議論を

重ねています。

今後道の駅で

の行動観察や

インタビュー

など追加調査も実施予定です。

3 年生向け「就勝合宿 2016」を開催しました！

　10月1日・2日に

かけ、森林公園ホ

テルヘリテイジに

て本年度で3回目

となる就勝合宿を

開催しました。今年は第1回の約6倍となる67

名の学生が参加しました。企業研修などでも取

り入れられる「７つの習慣」の考え方をベースに、

自分の価値観を再確認し、働く意欲を高めるた

めの個人・グルー

プワークなどを実

施しました。学生

たちは普段なかな

か考えたことのないテーマに苦心もしましたが、

この2日を通して改めて自分の生き方について考

えてみる機会になったようです。学生からは、「就

活への不安を取り除くことができた」「就活のイ

メージができた」など大変好評でした。3年生は

この就勝合宿をスタートとして、今後も就職に

関する講義やイベントを通し、就活本番へと準

備を進めていきます。

掘ぉれ､ 掘れ､ 掘れ、い〜も〜！

～歌って、作って、いも掘って、地域の方々と

親睦を深めよう～

　10月2日に、三芳町三富（さんとめ）新田の、

風土・歴史に触れつつ、さつまいも掘りを体験

する「世界一のいも掘りまつり」に今年も参加し

ました。

　当初予定の1日が雨天順延となり実施当日は

参加が減ってしまいましたが、教育学部1年生

82名と教職員8名の計90名が、開会式オープニ

ングイベントでオリジナルイメージソング「よ

しヨシMIYOSHI！カーニバル〜SUN富（とめ）

SAMBA〜」を歌い踊り、スタンプラリーでのム

ギ迷路、いも掘り、雑木林の散策、上富（かみ

とめ）小学校敷地内特設テントにおける「いも

版てづくりコーナー」での制作指導等、一般参

加の方々と親睦を深めながら楽しい一時を過ごしま

した。

「企業経営研究Ⅲ」（ファッションコース）：

株式会社ジャパンイマジネーションとの連携授業

　経営学科の産学

連携授業「企業経

営研究Ⅲ」には6つ

のコースがありま

す。ファッション

コースの授業に協力していただいているのが株

式会社ジャパンイマジネーションです。同社は

CECIL McBEEという若い女性向けのブランドを

展開・販売している著名アパレル企業です。10

月19日、まず同社の人事部の八文字さんにお越

し頂き、ファッション業界の基本知識や販売現

場についてレクチャーをして頂きました。授業

後、リサーチ課題を頂きました。それを受けて、

コース履修生全員が10月26日に大学近くのら

らぽーと富士見店へ出掛け、ファッションブラ

ンドの比較調査活動をしました。今後、同社の

新宿本社を訪問し、調査結果を報告し提案を発

表していく予定です。

声優志望学生必見！「声優への道」キャリア

ガイダンス開催

　11月4日、12月2日の2回にわたり、人文学部

表現学科で声優希望者を対象にキャリアガイダ

ンスが開催されました。講師は、映画やテレビ

で俳優として活躍した後、企画制作マネージメ

ント会社を起業、現在は日本芸能マネージメン

ト事業者協会の理事も務める水城大裕さんです。

「魅力ある人間しか俳優になれない」「今日から

甘い考えは捨てろ」といった心構えから、声優

になった後どのように仕事がくるかについてま

で幅広くお話いただきました。現場を経験して

いるからこそ語ることができる「声優という世

界の厳しい現実」について、集まった学生は真

剣な眼差しで聞き入っていました。

就職活動必勝ガイダンス開催

　11月26日、東京キャンパスキャリア支援室

主催「就職活動必勝ガイダンス」が行われまし

た。第一部「2017生就活振り返り」と「2018

生就活予測・就活方法」では、SPI開発元であ

る（株）リクルートキャリアの講演会を開催。

3年生の今の時期に、何を、どのように準備

しておけばよいかについてお話いただきま

した。第二部のパネルディスカッションで

は、就活情報サイト運営会社4社から、人文

学部1期生の学生を対象としたアドバイス

や応援メッセージをいただきました。

　この日は学生のガイダンスと合わせて、父

母向けの就職説明会も同時開催。ご父母の

方々、学生、大学の三位一体となり、厳しい

就職活動を乗り越えていこう！と意識を高め

ることができた一日となりました。

CHIBA Campus

CHIBA2nd Campus

SAITAMA Campus

TOKYO Campus

会　期
　平成28年11月5日（土）～平成29年4月28日（金）
　10時～16時　入場無料
　※土・日・祝日は休室日です。
　※山下清の初期の作品を下記期間限定で展示します。
　　平成28年11月5日（土）～平成29年1月27日（金）

会　場
　千葉キャンパス淑水記念館3階
　「淑徳大学アーカイブズ特別展示室」

問い合わせ先 　TEL. 043-265-7526（直通）

※開発したお弁当、
ランチメニューは「福
祉喫茶ハーモニー」
で提供されました。

開会式にてオリジナルイメージソングと踊りを披露

▲ いも版制作
参加したこどもたちと一緒に真剣に取り組みました。
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「淑徳大学広報誌」に関するご意見、ご感想などのメールをお待ちしております! reply@soc.shukutoku.ac.jp

千葉キャンパス
総合福祉学部　コミュニティ政策学部
大学院 総合福祉研究科

〒260-8701  千葉県千葉市中央区大巌寺町200
TEL：043-265-7331

千葉第二キャンパス
看護栄養学部　大学院 看護学研究科　

〒260-8703  千葉県千葉市中央区仁戸名町673
TEL：043-305-1881

埼玉キャンパス
国際コミュニケーション学部　
経営学部　教育学部

〒354-8510  埼玉県入間郡三芳町藤久保1150-1　
TEL：049-274-1511

東京キャンパス
人文学部　淑徳大学短期大学部

〒174-0063  東京都板橋区前野町6-36-4
TEL：03-3966-7631

知識モリモリ　健康モリモリ
 ―今回は平澤 マキ 先生に伺いました。

冬がピーク、ノロウイルスによる食中毒

　厚生労働省の通達によると感染性胃腸炎の患者発生は、毎年12月

中旬ごろにピークになる傾向があり、この時期に発生する感染性胃

腸炎のうち、特に集団発生例の多くはノロウイルスによるものと推測されています。

　平成27年に発生した食中毒の原因物質別の事件数1,202件のうち、ノロウイルスの事

件数は481件（40.0％）となっています。さらに、原因物質別の患者数22,718人のうち、

ノロウイルスによる患者数は14,876人、（65.5％）を占め、ノロウイルスの猛威がわかり

ます。

　ノロウイルスは感染力が強く、大規模な食中毒になりやすい特徴があり、事件数、

患者数ともに年々増加の傾向にあります。最近では餅つきのイベントで起った事例が

話題になりました。

　本学では学科の特性から学外実習に出る学生も多く、感染症に罹らない、また陽性保菌

者となって周りの人にうつさないための日ごろの健康管理がとても重要と考えています。

　● 二枚貝等を食べる時は十分な加熱（85 ～ 90℃で90秒間以上）
　● 周辺にいる家族や友人の健康状態にも注意
　● トイレの後、調理の前などに手洗いの徹底
に心がけて予防しましょう。

　感染が疑われる場合にはアルコールではなく次亜塩素酸ナトリウム（塩素消毒液）の

希釈液が殺菌に有効です。

　昔から文章を書くのは苦にならない方

で、幼少の頃からよく日記をつけていた。

縁あって昨年より大学の広報編集委員を務

め、今までにない経験をさせて頂いている。

編集委員には常に大学での行事や動向にア

ンテナをめぐらせ、発信するに相応しい記

事を集める能力、原稿を依頼し期限までに

寄稿して頂くための巧みな交渉能力が求め

られる。さらに出版のゲートキーパーとも

いうべき慎重かつ地味な校閲という作業が

あり、日々奥深い仕事であると感じている。

　最近校閲を題材にしたドラマも放映さ

れ、今までよりも世間への認知度が上がり

私も含め興味をもった方が増えたように思

う。その中で、「文字を通して心がつながる」

という言葉が心に残った。編集委員として

編集や校閲という仕事の一部を垣間見て、

文字を通して人と通じ合えることの素晴ら

しさを再認識した。

（加藤）

車椅子バスケットボール
全国選抜大会

会　場
千葉ポート アリーナ

リオパラリンピック日本代
表選手の大半が出場する全
国トップ6チームのみの大会。だから全試合トップレ
ベル。学生たちが協賛金集めから運営のすべてを主管
している大会です。淑徳大学生ならぜひ一度ご覧くだ
さい！

● 千葉ホークス
● 宮城MAX
● 埼玉ライオンズ
● NO EXCUSE
● ワールドBBC
● パラ神奈川

出場チーム

第6回 長谷川良信記念 千葉市長杯争奪

3 4 53
土 日

車椅子バスケットボール
全国選抜大会
車椅子バスケットボール
全国選抜大会
車椅子バスケットボール
全国選抜大会
車椅子バスケットボール
全国選抜大会

観戦無料!!

平成28年度

卒業式のお知らせ

平成29年 3月15日（水）
開場：9時15分 開式：10時
場所：千葉キャンパス 記念館（アリーナ）

平成29年 3月15日（水）
開場：11時45分 開式：13時
場所：千葉第二キャンパス　看護栄養学部 2号館201教室

平成29年 3月17日（金）
開場：9時20分 開式：10時
場所：埼玉キャンパス体育館

×
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